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政
府
は
、農
業
共
済
と
農
業
経
営
収
入
保
険
事
業
を
両
輪
と
す
る『
農
業
保
険
』の
確
立
に
向
け
、

農
業
災
害
補
償
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
を
第
１
９
３
回
国
会
に
提
出
し
ま
し
た
。

収
入
保
険
制
度
の
導
入
が

閣
議
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

農
業
経
営
の
さ
ら
な
る
安
定
を
図
る
た
め
、

従
来
の
農
業
共
済
（
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
）
事
業
に
加
え
、

農
業
収
入
の
減
少
に
伴
う
農
業
経
営
の
影
響
を

緩
和
す
る
『
収
入
保
険
制
度
』
を
創
設
し
、両
事
業

に
よ
る
農
業
保
険
制
度
を
確
立
し
ま
す
。

農
業
災
害
補
償
法
は
法
律
名
を『
農
業
保
険
法
』

と
改
正
し
て
新
た
な
扉
を
開
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

（
平
成
30
年
４
月
１
日
法
施
行
予
定
）

◦現行の農業災害補償制度は、①自然災害による収量減少が対象
であり、価格低下等は対象外、②対象品目が限定的で、農業経
営全体をカバーしていない—等の課題

◦農業の成長産業化を図るため、自由な経営判断に基づき経営の
発展に取り組む農業経営者のセーフティーネットとして、個々
の農業ごとの農業収入全体を見て総合的に対応し得る保険制
度を創設

農業災害補償制度は、農業者の減少・高齢化等時代の変化を
踏まえ、農業者へのサービスの向上、効率的な事業運営による
農業者の負担軽減の観点から見直し

対象者等
青色申告を行い、経営管理を適切に行っている農業者（個

人・法人）を対象とします。
青色申告を５年間継続している農業者を基本としますが、

青色申告（簡易方式を含む。）の実績が加入申請時に 1 年分
あれば加入は可能です。（補償限度額は申告実績が 5 年にな
るまで徐々に引き上げ）

加入するかどうかは農業者の選択（任意加入制）となり
ます。

対象収入
自ら生産した農産物の販売収入全体を対象とします。（所

得ではない）
加工品は販売収入に含めない。（ただし、精米、荒茶、梅

干しなど所得税法上農業所得として申告されているものは
含めます。また、自ら生産した農産物を加工する場合には、
加工原材料として販売したとみなした代金を含めます）

在庫は販売収入に含めます。
補助金は販売収入に含めません。（ただし、畑作物の直接

支払交付金等の数量払いは含める）

1

2

「備えあれば憂いなし」の農業生産体制を
確立していくため、収入保険制度または

農業災害補償制度への加入を進めてまいります

　農業災害補償制度の見直しの基本的考え方

収入保険制度の具体的な仕組み

収入保険制度※の背景 ※法律（案）では、
　「農業経営収入保険事業」と言います。

2ひかり NOSAIふくしま ５号



対象要因等
対象要因は、自然災害に加え、価格低下など農業者の経営努力では避けられない収入減少を

補償の対象（捨て作りや意図的な安売りは対象外）

補償内容
基準収入
◦農業者ごとの過去 5 年間の平均収入（５中５）とすることを基本とします。
◦経営拡大や規模縮小の場合は基準収入を修正します。

補償限度額および支払率
◦当年の収入が基準収入の９割（５年以上の青色申告実績がある場合）を下回った場合に、
　下回った額の９割（支払率）を補てんします。
◦補償限度額や支払率は複数の選択肢を設定できます。

補てん方式
◦「掛捨ての保険方式」と「掛捨てとならない積立方式」の組み合わせが基本となります。
　積立方式は選択が可能です。

保険料・積立金
◦保険料・積立金は、全ての加入者共通で設定します。
◦保険料は危険段階別に設定します。（保険金の受領が少ない者の保険料率は段階的に引き下げ）
◦保険料は 2 分の 1（50%）、積立金は 4 分の 3（75%）を国が負担します。

3

4

収入保険制度の補てん方式

収
入
減
少

農業者ごとの
過去５年間の収入

過去５年間の平均収入
（５中５）を基本

基準収入

当年収入

保険金
積立金

自己責任部分

支払率
（９割を上限として選択）

100%
90％（保険方式＋積立方式の補償限度額）
80％（保険方式の補償限度額）

（注）５年以上の青色申告実績のある者が、補償限度9割（保険方式＋積立方式）を選択した場合
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加入・支払等手続のスケジュール

農業者に用意いただくお金

補てん金額

（参考）保険料・積立金の計算方法

保険料･･･････ 7.2 万円
積立金･･････ 22.5 万円

合　計･･････ 29.7 万円

※保険料は掛捨てになります。
　積立金は自分のお金であり、補てんに使われない限り、翌年に持ち越されます。

（注）個人の場合のイメージ

◦保険料
　＝基準収入×補償限度（0.8を上限に選択）×支払率（0.9を上限に選択）×保険料率（1％）
　※保険料率（1％）は、現在、国会審議中のため仮置きの数字です。

◦積立金
　＝基準収入×積立幅（１割）×支払率（0.9を上限に選択）×1/4

保険料・積立金・補てん金額
◦基準収入が 1,000 万円の農業者が、補償限度 9 割（保険方式 8 割＋積立方式 1 割）、支払率
　9 割を選択した場合

加入・支払時期
収入算定期間
◦収入保険制度の収入の算定期間は、税制度における収入の算定期間と一致させるため
　・個人の場合は、１月〜 12 月
　・法人の場合は、事業年度（各法人が設定）の１年間
　とします。

加入申請
◦原則として収入算定期間の開始前までに加入申請を行い、保険料・積立金を納付します。

補てん金の支払い
◦収入算定期間終了後の税申告後に補てん金を支払います。（個人は翌年の３月〜６月）
◦資金繰り対応のため、簡易な審査など使いやすい融資を行います。

5
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前年　当年　翌年
10月～ 11月　　12月末

１月～ 12
（税の収入の算定期間）

（注）個人の場合のイメージ

加入申請 収入算定期間 保険金等の
請求・支払

保険料
等の
納付

前年 当年 翌年

10月～ 11月 12月末 確定申告後
（３月～６月）

１月～ 12月
（税の収入の算定期間）

収入減少の程度
（当年収入）

補てん金の合計 補てん金を含めた
当年収入

（対基準収入）保険金 積立金

20％（800 万円） 90万円 0 万円 90 万円 890 万円（89％）
30％（700 万円） 180万円 90 万円 90 万円 880 万円（88％）
50％（500 万円） 360万円 270 万円 90 万円 860 万円（86％）
100％（0 万円） 810万円 720 万円 90 万円 810 万円（81％）
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農業を巡る諸情勢の変化を踏まえ、
農作物共済について、当然加入方
式を任意加入方式に移行します。

農作物・畑作物共済
　一筆方式を廃止します。（平成 33 年
産まで移行期間を設けます）
果樹共済
　樹園地単位方式、特定危険方式を廃
止します。（平成 33 年産まで移行期間
を設けます）
園芸施設共済
　短期加入を廃止します。（移行期間は
設けません）

農業者が補償内容を選択できる
よう、家畜共済を死廃共済と
病傷共済に分離します。

家畜共済
　肥育牛等の資産価値は事故発生時の
資産価値で補償します。
　異動は、期首に年間飼養計画を申告
し、期末に掛金を調整する方式に変更
します。
　平成 32 年１月から、診療費全体（初
診料を含む）の 1 割を自己負担としま
す。（現行の自己負担額総額と同水準）
　導入２週間以内の事故について請求
できる事例（外傷等）の周知に努めま
す。（共済加入者間で取引された家畜は
請求可とします）
　と畜場で発見される牛白血病につい
て、家畜商経由の場合も共済金支払い
の対象とします。

農業者負担の公平化に資する
ため、共済掛金率を危険段階別に
設定する方式を義務化します。

　無事戻しを廃止します。（平成 33 年
度まで移行期間を設けます）

収入保険制度に関しては、農林水産省のホームページで公開されておりますので、ご覧ください。

収入保険制度と

どちらか一方を選択
して加入できます。

上記の畜産品目と他の品目の
複合経営の場合は、

他の品目は収入保険制度に
加入できます。

類似制度との関係
◦収入減少を補てんする機能を有する類似制度
　との関係は、「選択加入」となります。
◦ただし、コスト増も補てんするマルキン等の
　対象である肉用牛、肉用子牛、肉豚、鶏卵は、
　収入保険制度の対象品目から除かれます。

7

類似制度との関係

◦農業共済※

◦収入減少影響緩和対策（ナラシ対策）

◦野菜価格安定制度

◦加工原料乳生産者経営安定対策

類似制度との関係

◦肉用牛肥育経営安定特別対策事業
　（牛マルキン）

◦養豚経営安定対策事業（豚マルキン）

◦肉用子牛生産者補給金制度、肉用牛
　繁殖経営支援事業

◦鶏卵生産者経営安定対策

農業災害補償制度の見直し

1

2

3

※固定資産の損失を補てんするもの（家畜共済（搾乳
牛、繁殖雌牛等）、園芸施設共済（施設内農作物以外）、
果樹共済（樹体共済））および診療費を補てんするも
の（家畜共済（病傷共済））を除く。
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郡
山
市
桑
野
に
あ
る
「
郡
山
ト
ン
チ

キ
て
い
」
で
は
、
ご
当
地
グ
ル
メ
「
こ

お
り
や
ま
グ
リ
ー
ン
カ
レ
ー
」
を
提
供

し
て
お
り
、
連
日
に
ぎ
わ
い
を
見
せ
て

い
ま
す
。

地
元
の
野
菜
を
使
っ
た
み
ん
な
に
愛

さ
れ
る
ご
当
地
グ
ル
メ
を
作
ろ
う
と
、

郡
山
青
年
会
議
所
の
メ
ン
バ
ー
が
中
心

と
な
り
愛
好
会
を
結
成
。
平
成
22
年
５

月
４
日
（
み
ど
り
の
日
）
に
「
こ
お
り

や
ま
グ
リ
ー
ン
カ
レ
ー
」
が
誕
生
し
ま

し
た
。
阿
部
政
広
店
長
（
47
）
は
、
こ

の
地
域
お
こ
し
の
提
案
に
賛
同
し
、
愛

ナ
シ
の
早
期
成
園
化
、省
力
化
、低
コ

ス
ト
を
目
指
し
て
ナ
シ
の
ジ
ョ
イ
ン
ト

仕
立
て
に
取
り
組
ん
で
い
る
の
は
、
須

賀
川
市
越
久
の
佐
藤
文
吉
さ
ん
（
61
）。

昨
年
か
ら
準
備
に
入
り
、「
幸
水
」「
あ

き
づ
き
」
の
大
苗
を
約
３
３
０
㌢
以
上

目
標
と
し
て
、
ハ
ウ
ス
内
で
ポ
ッ
ト
育

苗
栽
培
を
開
始
し
ま
し
た
。

昨
年
末
に
３
０
０
㌢
以
上
に
育
て
た

約
１
６
０
本
の
苗
木
は
、
１
０
㌃
の
圃

場
へ
移
さ
れ
、
樹
間
１
５
０
㌢
で
定
植
。

苗
高
約
１
６
０
㌢
か
ら
誘
引
し
、
樹
体

の
ジ
ョ
イ
ン
ト
仕
立
て
の
準
備
が
完
了

し
ま
し
た
。
５
月
中
旬
に
は
、
樹
と
樹

を
１
線
状
に
つ
な
げ
る
ジ
ョ
イ
ン
ト
仕

立
て
が
本
格
化
し
ま
す
。

樹
体
ジ
ョ
イ
ン
ト
栽
培
は
、
樹
と
樹

を
つ
な
げ
る
こ
と
を
発
想
に
、
こ
れ
ま

で
約
10
年
近
く
必
要
と
し
た
ナ
シ
園
の

育
成
期
間
を
半
減
す
る
早
期
園
化
技
術
。

さ
ら
に
、
直
線
的
な
単
純
樹
形
に
よ
り

剪
定
作
業
な
ど
の
効
率
化
を
図
り
、
作

業
時
間
の
大
幅
短
縮
化
へ
期
待
さ
れ
た

栽
培
技
術
で
す
。

「
今
、
ナ
シ
農
家
は
樹
の
老
木
に
よ

り
収
穫
量
が
減
少
し
て
い
ま
す
。
樹
体

の
ジ
ョ
イ
ン
ト
仕
立
て
を
確
立
し
、
作

業
労
力
の
軽
減
、
収
穫
量
の
増
加
を
目

指
し
た
い
」
と
話
す
佐
藤
さ
ん
。
ナ
シ

好
会
発
足
当
初
か
ら
グ
リ
ー
ン
カ
レ
ー

を
提
供
し
て
い
ま
す
。

 「
こ
お
り
や
ま
グ
リ
ー
ン
カ
レ
ー
」は
、

地
元
の
旬
の
野
菜
が
た
く
さ
ん
入
っ
て

い
て
、
そ
の
中
に
緑
の
野
菜
を
使
用
し

て
い
る
こ
と
が
条
件
で
、
提
供
し
て
い

る
店
に
よ
っ
て
い
ろ
い
ろ
な
グ
リ
ー
ン

カ
レ
ー
が
あ
り
ま
す
。
同
店
の
グ
リ
ー

ン
カ
レ
ー
は
、
店
名
に
も
あ
る
ト
ン
チ

キ
の
ト
ン（
豚
肉
）を
じ
っ
く
り
柔
ら
か

く
煮
込
み
、
ほ
う
れ
ん
草
を
ベ
ー
ス
に

オ
リ
ジ
ナ
ル
ス
パ
イ
ス
で
美
味
し
さ
を

醸
し
出
し
ま
す
。
そ
し
て
、
旬
の
野
菜

を
使
っ
た
揚
げ
野
菜
や
サ
ラ
ダ
が
た
っ

ぷ
り
摂
れ
る
ヘ
ル
シ
ー
な
一
品
に
な
っ

て
い
ま
す
。

同
店
で
は
、
市
内
で
５
月
に
開
催
さ

れ
る
「
こ
ど
も
ま
つ
り
」
や
、
８
月
の

「
ち
び
っ
こ
う
ね
め
ま
つ
り
」
に
出
店

し
Ｐ
Ｒ
に
努
め
て
お
り
、
阿
部
店
長
は

「
こ
の
よ
う
な
活
動
を
通
じ
て
郡
山
市

の
魅
力
を
発
信
し
、
地
域
が
元
気
に
な

る
お
手
伝
い
を
し
て
い
き
た
い
」
と
抱

負
を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

◎
問
い
合
わ
せ
＝
郡
山
ト
ン
チ
キ
て
い

郡
山
市
桑
野
３ｰ

14ｰ

４

ク
ロ
ー
ネ
郡
山
１
０
１

（
☎
０
２
４
・
９
３
５
・
２
１
０
２
）

農
家
の
後
継
者
不
足
な
ど
を
解
消
す
る

た
め
、
新
技
術
の
確
立
に
日
々
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

郡山田村
支所

いわせ
石川支所

ご
当
地
グ
ル
メ「
こ
お
り
や
ま
グ
リ
ー
ン

カ
レ
ー
」を
提
供
　「
郡
山
ト
ン
チ
キ
て
い
」

樹
体
の
ジ
ョ
イ
ン
ト
仕
立
て
で
収
穫
量

ア
ッ
プ
を
目
指
す 

「
須
賀
川
市 

佐
藤
文
吉
さ
ん
」

県内各地で生きいきと頑張っている農家の皆さんの活動の様子や　　地域の身近な話題などを、各支所からレポートします！

「週末には県外から来るお客さまもお
り、『おいしい』との声をたくさんいた
だいております」と店の前で阿部店長

「郡山トンチキてい」
で提供している
グリーンカレー

「この技術を確立して、収穫量の増加
につなげていきたい」と意欲的に話す
佐藤さん

ジョイント仕立ての準備が完了

NOSAI

元気
通信
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白
河
市
大
信
増
見
の
国
道
２
９
４
号

線
沿
い
に
、
大
信
地
域
市
民
交
流
セ
ン

タ
ー
「
ひ
じ
り
ん
館
」
が
昨
年
７
月
に

オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
交
流
・
情
報
発

信
・
生
活
文
化
の
３
つ
を
コ
ン
セ
プ
ト

に
白
河
市
が
建
設
し
、
大
信
商
工
会
が

運
営
・
管
理
し
て
い
ま
す
。

「
ひ
じ
り
ん
」
と
は
、
大
信
の
マ
ス

コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
ご
ん
た
く
ら

や
ま
の
妖
精
・
ひ
じ
り
ん
」の
こ
と
。
施

設
内
に
は
、
大
信
地
域
を
は
じ
め
と
し

た
近
隣
の
市
町
村
の
農
産
物
や
加
工
品

を
販
売
し
て
い
る
「
た
い
し
ん
の
幸
商

店
（
会
員
１
３
０
人
）」、
明
る
く
開
放

的
な
空
間
で
食
事
を
楽
し
め
る
「
四
季

彩
キ
ッ
チ
ン
Ｄ
ｅ
ｎ
」、キ
ッ
ズ
ボ
ル
ダ

リ
ン
グ
や
大
信
の
権
田
倉
山
を
モ
チ
ー

「
こ
の
日
を
待
ち
わ
び
て
い
ま
し
た
。

地
元
の
名
産
品
と
な
っ
て
、
皆
さ
ん
に

愛
さ
れ
る
酒
に
な
っ
て
ほ
し
い
で
す

ね
」
と
話
す
の
は
、
南
相
馬
市
鹿
島
区

浮
田
の
酒
井
洋
さ
ん
（
53
）。
昨
年
、酒

井
さ
ん
が
南
相
馬
地
酒
生
産
推
進
協
議

会
か
ら
依
頼
を
受
け
て
栽
培
し
た
約
60

㌃
の
酒
米
「
夢
の
香
」
が
喜
多
方
市
の

大
和
川
酒
造
で
醸
造
さ
れ
、
３
月
22
日

に
開
催
さ
れ
た
平
成
28
年
度
新
酒
発
表

会
で
初
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

「
御ご

本ほ
ん

陣じ
ん

」
と
名
付
け
ら
れ
た
地
酒

は
相
双
地
方
の
伝
統
行
事
「
相
馬
野
馬

追
」
を
イ
メ
ー
ジ
し
、
ラ
ベ
ル
の
文
字

は
相
馬
家
第
33
代
当
主
の
相
馬
和か

ず

胤た
ね

さ

ん
が
揮き

毫ご
う

し
ま
し
た
。

今
回
の
地
酒
製
造
・
販
売
は
、
市
と

酒
造
会
社
と
の
間
で
話
が
持
ち
上
が
り
、

生
産
農
家
や
相
双
小
売
酒
販
組
合
な
ど

で
構
成
さ
れ
た
南
相
馬
地
酒
生
産
推
進

協
議
会
を
設
立
。
昨
年
５
月
、
酒
井
さ

フ
に
し
た
遊
具
が
設
置
さ
れ
た
「
子
ど

も
広
場
」
が
あ
る
ほ
か
、
会
議
室
な
ど

の
レ
ン
タ
ル
ス
ペ
ー
ス
が
併
設
さ
れ
て

お
り
、
複
合
施
設
と
な
っ
て
い
ま
す
。

同
館
の
野
崎
一
文
統
括
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
（
62
）
は
、「
当
施
設
は
白
河
市

大
信
地
域
市
民
の
交
流
の
場
と
し
て
設

立
さ
れ
ま
し
た
。
地
域
の
方
々
を
は
じ

め
、
国
道
２
９
４
号
線
を
利
用
す
る
皆

さ
ま
に
と
っ
て
、
憩
い
の
場
、
語
ら
い

の
場
と
し
て
、
心
温
ま
る
施
設
に
し
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
」
と
話
し
て
く
れ

ま
し
た
。

◎
問
い
合
わ
せ
＝
ひ
じ
り
ん
館

白
河
市
大
信
増
見
字
北
田
76ｰ
１

（
☎
０
２
４
８
・
４
６
・
３
５
０
０
）

ん
が
所
属
す
る
認
定
農
業
者
会
に
酒
米

栽
培
の
依
頼
が
き
た
の
で
す
が
、
他
の

認
定
農
業
者
は
準
備
が
間
に
合
わ
な
い

と
の
こ
と
で
、
酒
井
さ
ん
が
依
頼
を
受

け
る
形
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
た
め
、
田
植
え
は
通
常
よ
り
遅

い
６
月
上
旬
と
な
り
ま
し
た
が
、
そ
の

後
の
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
約
３
㌧
の
収

穫
量
を
得
ま
し
た
。
籾
の
水
分
調
整
が

難
し
い
と
い
っ
た
課
題
も
あ
り
ま
し
た

が
、
今
回
の
成
功
を
機
に
、
次
年
度
は

他
の
認
定
農
業
者
も
加
わ
り
、
栽
培
面

積
を
１
㌶
に
増
や
す
計
画
で
す
。

「
酒
米
栽
培
が
原
発
事
故
に
よ
る
風

評
払
拭
や
農
業
復
興
へ
の
起
爆
剤
と

な
っ
て
く
れ
れ
ば
」
と
酒
井
さ
ん
は
期

待
を
込
め
て
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

◎
問
い
合
わ
せ
＝
南
相
馬
地
酒
生
産
推

進
協
議
会

南
相
馬
市
原
町
区
本
町
２ｰ

27

（
☎
０
２
４
４
・
２
４
・
５
２
６
１
）

白河支所

相馬支所

農・食・人
が
ふ
れ
あ
う
複
合
施
設
が
オ
ー
プ
ン

大
信
地
域
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー「
ひ
じ
り
ん
館
」

地
酒「
御
本
陣
」が
完
成
！
酒
米
栽
培
を

復
興
の
起
爆
剤
に 「
南
相
馬
市 

酒
井
洋
さ
ん
」

県内各地で生きいきと頑張っている農家の皆さんの活動の様子や　　地域の身近な話題などを、各支所からレポートします！

「お気軽にお立ち寄りください」と
野崎統括マネージャー（左）と
渡辺美咲事務局チーフ

大信地域の山並みに
調和するよう、東側に
葺き下ろす切妻形状屋
根を使った「ひじりん
館」。檜板をふんだん
に使用し、腰部分には
地元白河の白河石を
使用している。

利用客から好評の
権田倉山をモチー
フ に し た 遊 具 と
キッズボルダリング

新酒発表会で初披露
された南相馬の地酒
「御本陣」（７２０㎖）
１，３５０円（税込）を
手に酒井さん
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今日も
皆さまと

組合員の皆さんと
NOSAIをつなぐ

パイプ役としてご
活躍いただいてい

る、

NOSAI部長の皆さ
んをご紹介します

！

地域の高齢化が進み、担い手不足の中、年々事業推進
が難しくなってきています。近年は気候変動が激しい
ためか、局地で短時間の大雨被害が発生するなど、ま
すます NOSAI の役割は大きくなっていると感じます。

組合が県一本化され、幅広い地域から意見が集まる
のは良いことだと思います。生産者への情報提供や
サービスの向上に努めていただくようお願いしたいで
すね。

昨年は、天候に恵まれ実り多い秋となりました。広野
町の水田は面積の小さい圃場が点在しているので、こ
れからは後継者のためにも、圃場整備を進めて作業を
しやすい環境にすることが大事だと思います。

畑をいじるのが趣味で、自家用としてハクサイ、ダ
イコン、トマト、キュウリ、ニンニク、スナップエン
ドウなどを栽培し、家族でおいしく食べています。

会津農業共済組合の職員として 37 年間勤務し、退
職後も農家のためにと共済部長を引き受け早 10 年と
なりました。現在は、吾妻地区共済部長会の会計とし
て頑張っております。

近年は大冷害などもなく落ち着いていますが、いつ
来るかわからない災害に備えるのが共済人としての務
めと思っております。これからも農家のために尽力し
ていきたいと考えます。

コシヒカリ、天のつぶ、こがねもちを作付けしてい
ます。天のつぶは茎が太く上に伸びにくいので、窒素
分が多いネギの枯葉を肥料にしています。化学肥料は
一切使わずに、有機栽培を行っています。

趣味は草刈りです。圃場回りや農道の草刈りをする
と、カメムシなどの害虫が減るので、やりがいを感じ
ます。後継者不足もあるので、今後 10 年は農業を頑
張りたいです。

ＮＯＳＡＩの“地域をつなぐ力”に期待しています。

後継者のためにも圃場整備を進めていきたい。

これからも農家のために尽力してまいります。

有機栽培でおいしいお米づくりを！

伊達市　霜山 貞一さん（79）

ＮＯＳＡＩ部長歴／ 15 年・五十沢地区

広野町　大和田 義英さん（69）

ＮＯＳＡＩ部長歴／８年・下北迫地区
水稲 43・９㌃

水稲１５㌃、
モモ５０㌃、カキ８㌃

水稲２㌶

猪苗代町　神 幹夫さん（68）

ＮＯＳＡＩ部長歴／ 10 年・吾妻地区

いわき市　新妻 幸進さん（65）

ＮＯＳＡＩ部長歴／３年・草野地区

県
北
支
所

双
葉
支
所

会
津
支
所

い
わ
き
支
所

「
」

8ひかり NOSAIふくしま ５号



皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
！ 

今
年
度
も
簡
単
健

康
講
座
を
開
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。肩
肘
は

ら
ず
、気
軽
に
読
め
る
健
康
の
話
を
し
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

福
島
県
に
住
む
皆
さ
ん
の
健
康
状
態
は
、全

国
と
比
較
し
て
ど
れ
く
ら
い
だ
と
思
い
ま
す

か
？ 

「
図
表
１
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
こ
れ
は

あ
く
ま
で
も
社
会
保
険
に
入
っ
て
い
る
方
の

統
計
で
す
が
、
男
性
・
女
性
と
も
に
高
血
圧
症
、

全
国
１
位
。
さ
ら
に
「
図
表
２
」
を
見
て
く
だ

さ
い
。
心
筋
梗
塞
死
、
男
性
・
女
性
と
も
に
全

国
１
位
な
の
で
す
。
不
名
誉
な
日
本
一
で
す
。

さ
ら
に
残
念
な
の
は
「
図
表
3
」
で
す
。
な
ん

と
健
診
時
に
、重
症
高
血
圧
と
さ
れ
た
人
で
さ

え
、そ
の
75
％
以
上
薬
を
飲
ん
で
い
な
い
！
と

い
う
現
実
で
す
。高
血
圧
症
は
日
本
人
に
と
っ

て
一
番
身
近
な
病
気
で
す
。
薬
を
飲
め
ば
、コ

ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
る
病
気
で
す
。で
も
放
置
す

れ
ば
動
脈
硬
化
を
お
こ
し
、脳
卒
中
や
心
筋
梗

塞
を
ひ
き
お
こ
し
死
亡
や
身
体
障
害
の
原
因

と
な
り
ま
す
の
で
、決
し
て
あ
な
ど
れ
ま
せ
ん
。

な
ぜ
福
島
県
民
に
高
血
圧
症
が
多
い
の
で

し
ょ
う
か
。
一
つ
に
、
高
塩
分
食
…
漬
け
物
・

味
噌
汁
が
お
い
し
い
県
で
あ
る
こ
と
。二
つ
目

は
、肥
満
が
多
い
県
（
特
に
女
性
）
で
あ
る
こ

と
。
三
つ
目
は
ア
ジ
、
イ
ワ
シ
、
サ
バ
な
ど
青

魚
を
食
べ
な
い
県
で
あ
る
こ
と
。そ
し
て
喫
煙

者
が
多
い
県
（
特
に
男
性
）
で
あ
る
こ
と
な
ど

が
考
え
ら
れ
ま
す
。

今
は
家
庭
で
も
簡
単
に
測
れ
る
器
械
が
あ

る
の
で
、
時
々
測
っ
て
み
て
、
自
分
の
血
圧
の

上
下
変
動
幅
を
知
っ
て
お
く
こ
と
を
お
勧
め

し
ま
す
。血
圧
は
一
日
の
中
で
変
動
し
て
い
ま

す
。
一
般
に
朝
に
高
く
、
夜
、
お
酒
を
飲
ん
だ

後
や
、入
浴
後
に
は
低
く
な
り
ま
す
。
寒
く
て

も
怒
っ
て
も
不
安
で
も
高
く
な
り
、暑
い
時
や

リ
ラ
ッ
ク
ス
す
る
と
低
く
な
り
ま
す
。

ま
た
、
急
激
な
変
動
が
危
険
な
こ
と
は
、
冬

場
の
お
風
呂
で
の
ヒ
ー
ト
シ
ョ
ッ
ク
で
知
ら

れ
て
い
ま
す
。脱
衣
場
が
寒
く
急
激
に
血
圧
が

上
が
っ
た
体
が
浴
槽
で
温
ま
り
急
速
に
血
圧

が
下
が
り
、失
神
→
溺
死
の
入
浴
死
で
す
。
脱

衣
場
と
浴
槽
内
の
温
度
差
を
少
な
く
し
予
防

し
ま
し
ょ
う
。

人
間
の
体
は
体
温
が
一
定
に
保
た
れ
る
様

に
、
血
圧
も
大
き
く
は
変
化
し
な
い
の
で
、
自

分
の
平
均
値
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。そ
の

平
均
値
が
135
～
85
㎜
Hg
以
上
の
方
は
ぜ
ひ
一

度
医
療
機
関
に
ご
相
談
す
る
こ
と
を
お
勧
め

し
ま
す
。

はじめよう！
健康生活

（出典：全国健康保険協会福島支部ホームページ）

（出典：全国健康保険協会福島支部ホームページ）

（出典：全国健康保険協会福島支部ホームページ）

清明クリニック 佐藤 睦子

第４回

健康は自分
で守ろう

図表１「福島県のすがた」～健診結果データの分析～（協会けんぽ）
協会けんぽ福島支部加入者の特定健診データの分析
協会けんぽ －特定健診データ（平成 24年度・被保険者）－

被保険者で血圧リスクを保有する者の割合（男女別年齢調整後）

被保険者で血圧リスクを保有する者の割合（男女別）

男性

男性

女性
ワースト
１位

全国平均の
1.14 倍

ワースト
１位

全国平均の
1.23 倍

注 ： 血圧リスク＝収縮期血圧130mmHg以上、または拡張期血圧85mmHg以上、または高血圧に対する薬剤治療あり
　   全国平均とのオッズ比は年齢調整後の支部別高血圧リスクから算出
　   年齢調整後の支部別血圧リスク＝Σ（支部年齢化級別血圧リスク保有者数×全都道府県支部の年齢階級別健診受診者数）÷全都道府県支部の健診受診者数

注 ： 血圧リスク＝収縮期血圧130mmHg以上、または拡張期血圧85mmHg以上、または高血圧に対する薬剤治療あり

健診の指標
血圧リスク保有率

福島県 全国
53.2％ 45.8％

女性
福島県 全国
34.6％ 28.5％

図表 2「福島県のすがた」～医療費データの分析～（全国）
都道府県別にみた主な死因別男女別年齢調整死亡率（人口 10万対）

厚生労働省－平成 22年都道府県別年齢調整死亡率－

急性心筋梗塞による死亡率（福島県）
男性

ワースト １位
女性

ワースト １位

脳梗塞による死亡率（福島県）
男性

ワースト 5 位
女性

ワースト １位
順位
１位
２位
３位
４位
５位

47位

男性
福島
高知
鳥取
青森
福井

島根
全国

率
36.7
34
33.8
32
26.7

12.5
20.4

女性
福島
長崎
鳥取
高知
青森

島根
全国

率
15.5
13
12.1
12.1
11.4

4.5
8.4

順位
１位
２位
３位
４位
５位

47位

男性
岩手
青森
秋田
栃木
福島

沖縄
全国

率
35.8
35.7
33.2
32.5
32.2

17.7
25.4

女性
福島
長野
栃木
宮城
茨城

沖縄
全国

率
17.4
16.9
16.7
16.4
16.3

9.1
12.8

図表 3「福島県のすがた」～健診結果データの分析～（協会けんぽ）
協会けんぽ福島支部加入者の特定健診データの分析
協会けんぽ－特定健診データ（被保険者）、質問票（被保険者）－

被保険者で血圧が血圧高値以上の者の服薬割合

男性

女性

男性

女性

服薬あり 服薬なし

高血圧＝収縮期血圧140mmHg以上、または拡張期血圧90mmHg以上（服薬の有無は問わない）
重症高血圧＝収縮期血圧180mmHg以上、または拡張期血圧110mmHg以上（服薬の有無は問わない）
男女とも、健診時に血圧が重症高血圧値以上であるにもかかわらず、服薬していない者の割合は2/3を超えている。

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

24.0％ 76.0％

25.0％ 75.0％

29.7％ 70.3％

32.2％ 67.8％

重
症
高
血
圧

高
血
圧
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からのお知らせ

加入面積
基準

対象となる
共済事故

補償期間

平成 28 年産の水稲は、全体的に被害が少なく生育が順調でしたが、一部の圃場に
おいては暖冬の影響で水不足になり、干害が発生しました。さらに、山間部において
は、イノシシやシカによる獣害が発生しました。

これらの被害により 656 戸の農家に対して 37,635,888 円の共済金をお支払いし
ました。

安定した経営と安心して栽培できる環境を作るためにも、水稲共済へのご加入をお
勧めします。

加入する際は、引受方式や単位当たり共済金額（1㎏当たり補償単価）を選択でき
ます。平成 29 年産水稲共済細目書異動申告票については、前年産の加入内容が印字
されていますので、作付耕地の地名地番、面積、品種等をご確認いただき、期限まで
に提出してください。

水稲および麦の耕作面積の合計が 10a 以上作付けする方が加入で
きます。ただし、水稲の耕作面積が 30a 以上の方は、農業災害補
償制度により、必ず加入する「当然加入制」となっています。

風水害、干害、冷害などの自然災害および鳥獣害、病虫害などに
よる減収を対象としています。

移植期（直播の場合は、発芽期）から収穫期（適期に刈取り、圃
場から搬出する時期（通常の圃場乾燥期間も含みます。））までの
期間です。

水稲共済細目書異動申告票は
５月10日までに提出してください。

※基準収穫量とは、「平年収量」のことで、その年の天候や肥培管理等が平年並みだった場合に見込まれる収量です。

水稲共済

引受方式 補償割合
（支払開始損害割合） 補償内容

一筆方式
7割（3割）

耕地一筆ごとに、基準収穫量の選択した支払開始損害割
合を超える減収があったときに共済金を支払います。6割（4割）

5割（5割）

半相殺方式
8割（2割） 組合員ごとに、被害耕地の減収量の合計が、組合員の基

準収穫量の選択した支払開始損害割合を超える場合に共
済金を支払います。

7割（3割）
6割（4割）

全相殺方式
9割（1割） 組合員ごとに、組合員の基準収穫量から実収穫量を差し

引いた数量が、選択した支払開始損害割合を超える場合
に共済金を支払います。

8割（2割）
7割（3割）

品質方式
9割（1割） 組合員ごとに、品質を加味した収穫量が基準収穫量を下

回り、さらに生産金額が基準生産金額に選択した補償割
合を乗じた金額を下回った場合に、共済金を支払います。

8割（2割）
7割（3割）

10ひかり NOSAIふくしま ５号



からのお知らせ

加入面積
基準

加入申込
期間

対象となる
共済事故

補償期間

平成 28 年産の大豆は、播種期の降雨により土壌湿潤となり、発芽不良や根腐れに
よる生育の抑制がありました。また、台風 7 号、10 号、11 号、さらには台風 16 号
から変わった温帯低気圧等の連続接近があり、暴風雨による折損や倒伏、土壌湿潤お
よび日照不足等による生育不良、受精障害、登熟不良が発生しました。

これらの被害により、36 戸の農家に対して 5,830,910 円の共済金をお支払いしま
した。安定した経営と安心して栽培できる環境を作るためにも、大豆共済へのご加入
をお勧めします。

加入する際は、引受方式を選択できます。
単位当たり共済金額（1㎏当たり補償単価）は、経営所得安定対策の畑作物の直接

支払交付金を申請する農業者と、申請しない農業者で異なります。交付申請の有無を
確認してください。

なお、畑作物の直接支払交付金の面積払い交付金を申請する農業者は、当年産の減
収量に交付金に相当する数量を加算して共済金の算定を行うことがあります。

大豆の栽培面積が 5a 以上作付けする農業者が加入できます。

平成29年5月1日から6月15日まで

風水害、干害、冷害などの自然災害および鳥獣害、病虫害などに
よる減収を対象としています。

発芽期（移植の場合は、移植期）から収穫期（適期に刈取り、圃
場から搬出する時期（通常の圃場乾燥期間も含みます。））までの
期間です。

加入申込みが
５月1日から始まります。

※基準収穫量とは、「平年収量」のことで、その年の天候や肥培管理等が平年並みだった場合に見込まれる収量です。

畑作物共済
（大豆）

引受方式 補償割合
（支払開始損害割合） 補償内容

一筆方式 7割（3割） 耕地一筆ごとに、基準収穫量の 3 割を超える減収があっ
たときに共済金を支払います。

半相殺方式 8割（2割） 組合員ごとに、被害耕地の減収量の合計が、組合員の基
準収穫量の２割を超える場合に共済金を支払います。

全相殺方式 9割（1割） 組合員ごとに、組合員の基準収穫量から実収穫量を差し
引いた数量が、１割を超える場合に共済金を支払います。
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からのお知らせ

さ
わ
や
か
な
晴
天
の
多
い
春
で
す
が
、
３
月
～
５
月
に
か
け
て
は
、
日
本
付
近
で
急

速
に
発
達
し
た
低
気
圧
に
よ
り
「
春
の
嵐
」
や
「
メ
イ
ス
ト
ー
ム
（
５
月
の
嵐
）」
と

呼
ば
れ
る
、
台
風
並
み
の
暴
風
や
雷
・
降
ひ
ょ
う
に
よ
る
被
害
が
多
発
す
る
時
期
で
す
。

園
芸
用
ハ
ウ
ス
は
、
常
に
自
然
災
害
の
リ
ス
ク
に
さ
ら
さ
れ
て
い
ま
す
。
自
然
災
害

に
よ
る
損
失
を
幅
広
く
補
償
す
る
園
芸
施
設
共
済
に
加
入
し
ま
し
ょ
う
。

台
風
並
み
の
暴
風
と
な
る

「
春
の
嵐
」の
備
え
に

園
芸
施
設
共
済
へ

補償の対象となる災害は…

被
害
が
発
生
し
た
ら
、
す
ぐ
Ｎ
Ｏ

Ｓ
Ａ
Ｉ
へ
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ご
加
入
し
て
い
る
ハ
ウ
ス
に
被
害
が
発

生
し
た
と
き
、施
設
内
農
作
物
に
病
虫
害
の

兆
候
が
確
認
さ
れ
た
と
き
は
、損
害
評
価
が

必
要
と
な
り
ま
す
の
で
速
や
か
に
Ｎ
Ｏ
Ｓ

Ａ
Ｉ
各
支
所
へ
連
絡
願
い
ま
す
。

※
損
害
の
通
知
が
遅
れ
被
害
状
況
を
確
認
で
き
な
い

場
合
は
、
共
済
金
を
お
支
払
い
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

加
入
者
の
み
な
さ
ま
へ

園
芸
施
設
共
済
と
は
…

パ
イ
プ
ハ
ウ
ス
や
鉄
骨
ハ
ウ
ス
な
ど
に
、

自
然
災
害
等
に
よ
っ
て
被
害
を
受
け
た
時

に
損
害
を
補
償
す
る
制
度
で
す
。

補
償
の
対
象
は
…

◦
特
定
園
芸
施
設（
ハ
ウ
ス
本
体
＋
被
覆
物
）

パ
イ
プ
ハ
ウ
ス
、
ガ
ラ
ス
室
、
鉄
骨
ハ
ウ

ス
、
雨
よ
け
ハ
ウ
ス
な
ど

◦
附
帯
施
設

暖
房
施
設
、
換
気
施
設
、
か
ん
水
施
設
、

自
動
制
御
施
設
な
ど

◦
施
設
内
農
作
物

施
設
内
で
栽
培
さ
れ
て
い
る
野
菜
、花
き

類
の
生
産
費

そ
の
ほ
か
の
補
償

◦
撤
去
費
用

ハ
ウ
ス
本
体
（
被
覆
材
を
除
く
）
の
解
体
、

撤
去
、
処
分
に
要
す
る
費
用

◦
復
旧
費
用

ハ
ウ
ス
本
体
（
被
覆
材
を
除
く
）、
附
帯

施
設
の
復
旧
に
要
す
る
費
用

負
担
す
る
掛
金
は
…

掛
金
の
50
％
を
国
が
負
担
し
て
い
ま
す

の
で
、
加
入
者
の
実
負
担
は
、
掛
金
の
半
分

と
な
り
ま
す（
共
済
金
額
８
千
万
円
ま
で
が

上
限
。復
旧
費
用
部
分
の
掛
金
は
加
入
者
の

全
額
負
担
と
な
り
ま
す
）。

所
有
し
て
い
る
施
設
全
て
加
入
し

て
い
た
だ
き
ま
す
。（
一括
加
入
制
）

引
受
の
契
約
は
、施
設
園
芸
用
の
施
設
１

棟
ご
と
に
な
り
ま
す
が
、所
有
す
る
施
設
全

て
加
入
し
て
い
た
だ
き
ま
す
（
附
帯
施
設
・

施
設
内
農
作
物
も
同
様
）。

風水害、ひょう害、
雪害、その他
気象上の原因

（地震及び噴火を含む）
による災害

火災、破裂
及び爆発

鳥獣害病虫害航空機の墜落、
車両の衝突及び接触

風害を受けたパイプハウス
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からのお知らせ

家畜評価額の設定は、市場価格等に基づいて毎年見直しを行っています。平成 29
年度適用の家畜評価額設定にあたっては、平成 28 年の家畜市場等の取引価格の実績
を用いていますが、平成 28 年の実績が現時点で公表されていないものについては直
近の公表値を用いています。

平成 29 年度引受の家畜評価基準額は次のとおりです。

平成 29 年度は料率改定期であり、県内を統一した掛金率となります。
また、牛の引受では、危険段階別の共済掛金率が適用されます。

家畜共済からの
お知らせです。

平成29年度 家畜評価基準額

危険段階区分数と指数（平成29年度）

家畜共済

家畜の評価額が変更になります。

牛では危険段階別の共済掛金率が適用されます。

区分 評価額（千円）
乳　牛 乳用種 134 〜 701

肥育牛

黒毛和種 320 〜 1,131

交雑種 261 〜 799

乳用種 134 〜 229

他肉牛
黒毛和種 320 〜 1,083

黒毛和種以外 261 〜 968

馬 296 〜 1,209

種豚（雌） 82 〜 106

肉　豚 13

種　畜

乳用牛 時価相当額

肉用牛 時価相当額

豚 149 〜 157

馬 時価相当額

共済目的 対象戸数
危険段階数 危険指数

死廃 病傷 死廃 病傷

乳用成牛 378 5 5
2.359 2.359

乳用子牛等 14 3 3

肥育用成牛 477 3 3
2.557 2.557

肥育用子牛 46 3 3

その他の肉用成牛 2,379 7 7
3.549 3.549

その他の肉用子牛等 2,358 7 7
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からのお知らせ

春
を
迎
え
、
農
作
業
も
一
段
と
忙
し
さ
を
増
し
て
い
る
時
期
と
な
り
ま
し
た
。

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
で
は
今
、
農
家
の
皆
さ
ま
に
「
入
っ
て
安
心
」
を
ご
提
供
す
る
建
物

共
済
を
お
勧
め
し
て
い
ま
す
。

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
の
建
物
共
済
「
住
ま
い
る
」
は
、
火
災
事
故
や
自
然
災
害
に
よ
る
建

物
の
損
害
に
対
応
し
た
「
総
合
共
済
」、
も
う
一
つ
は
火
災
、
落
雷
、
破
裂
・
爆
発
等

に
よ
る
建
物
の
損
害
に
対
応
し
た
「
火
災
共
済
」
の
２
種
類
が
あ
り
ま
す
。

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
の

建
物
共
済
の

お
す
す
め

１年契約でいつからでも加入できます。
（臨時費用担保特約付き）

◦火災共済　一般住宅の場合共済金額 1,000 万円で掛金は　12,400 円
◦総合共済　一般住宅の場合共済金額 1,000 万円で掛金は　30,400 円
家具の補償は建物に併せて「家具類」にご加入ください。
総合共済の「収容農産物補償特約」のご加入をお勧めします。
　・Ａタイプ　1 建物・1 品目・1 口当たり　掛金は　1,000 円
　・Ｂタイプ　1 建物・1 品目・1 口当たり　掛金は　3,000 円

NOSAIの建物共済

「
総
合
共
済
」
は
、
火
災
、
落
雷
等
の

「
火
災
共
済
」
に
併
せ
て
、
風
水
害
、
雪
害
、

水
害
等
の
自
然
災
害
に
よ
っ
て
受
け
た
損

害
を
補
償
し
ま
す
。地
震
や
噴
火
等
に
よ
る

建
物
の
損
害
は
加
入
共
済
金
額
の
30
％
を

限
度
に
補
償
し
ま
す
。

「
火
災
共
済
」
は
、
自
然
災
害
を
除
く
、

火
災
、
落
雷
、
破
裂
・
爆
発
の
ほ
か
、
盗
難

に
よ
り
建
物
が
き
損
ま
た
は
汚
損
と
な
っ

た
場
合
や
車
両
の
飛
び
込
み
等
に
よ
る
損

害
も
補
償
の
対
象
と
し
て
い
ま
す
。

■ 

契
約
は
１
年
で
す

「
総
合
共
済
」「
火
災
共
済
」
と
も
１
年

ご
と
の
契
約
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ご
加
入
の
限
度
額
は
、「
総
合
共
済
」
で

は
建
物
１
棟
２
０
０
０
万
円
ま
で
。「
火
災

共
済
」
は
、建
物
１
棟
６
０
０
０
万
円
ま
で

と
な
っ
て
お
り
、同
じ
建
物
に
両
方
加
入
す

る
場
合
は
、６
５
０
０
万
円
ま
で
と
な
っ
て

い
ま
す
。

掛
金
は
、「
総
合
共
済
」
で
は
木
造

一
般
住
宅
の
臨
時
費
用
担
保
特
約
付
き

で
１
０
０
０
万
円
の
ご
加
入
で
掛
金
が

３
０
４
０
０
円
で
す
。「
火
災
共
済
」
で
は

掛
金
が
１
２
４
０
０
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

■ 

家
具
類
の
ご
加
入
を
お
勧
め

家
具
類
の
補
償
に
つ
い
て
は
、建
物
と
は

別
に
加
入
が
必
要
と
な
り
ま
す
。住
宅
の
面

積
と
家
族
構
成
か
ら
ご
加
入
い
た
だ
け
る

補
償
額
を
算
出
し
ま
す
の
で
、建
物
ご
加
入

の
際
に
は
家
具
類
に
つ
い
て
も
お
近
く
の

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
各
支
所
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

平
成
29
年
４
月
よ
り
、建
物
総
合
共
済
に

収
穫
後
圃
場
か
ら
搬
出
し
た
農
産
物
（
米
・

麦
・
大
豆
）
を
農
作
業
場
等
に
保
管
中
、
自

然
災
害
や
火
災
に
よ
っ
て
損
害
が
発
生
し

た
場
合
に
損
害
を
補
償
す
る
特
約
を
新
設

し
ま
し
た
。

■ 

特
約
の
概
要

建
物
総
合
共
済
に
ご
加
入
の
農
作
業
場

や
納
屋
等
に
、出
荷
前
の
一
時
保
管
ま
た
は

自
家
販
売
な
ど
の
通
年
保
管
中
の
販
売
を

目
的
と
し
た
農
産
物
が
補
償
対
象
と
な
り

ま
す
。

補
償
対
象
は
保
管
す
る
米
・
麦
・
大
豆
の

３
品
目
で
、一
時
保
管
向
け
Ａ
タ
イ
プ
（
補

償
期
間
は
１
２
０
日
ま
で
）と
通
年
保
管
向

け
Ｂ
タ
イ
プ
と
な
り
ま
す
。両
タ
イ
プ
と
も

損
害
額
が
１
万
円
を
超
え
た
場
合
に
１
建

物
・
１
品
目
・
１
口
当
た
り
１
０
０
万
円
を

限
度
に
実
損
害
額
を
共
済
金
と
し
て
お
支

払
い
し
ま
す
。（
地
震
に
よ
る
損
害
は
１
建

物
・
１
品
目
・
１
口
当
た
り
30
万
円
限
度
）

掛
金
は
、Ａ
タ
イ
プ
が
１
品
目
に
つ
き
１

口
１
千
円
、
Ｂ
タ
イ
プ
が
同
３
千
円
で
す
。

「
総
合
共
済
」と「
火
災
共
済
」

　

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
の

　

建
物
総
合
共
済
に

　
『
収
容
農
産
物
補
償
特
約
』を

　

新
設
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からのお知らせ

す
で
に
春
の
農
作
業
が
始
ま
り
、
忙
し
い
時
期
と
な
り
ま
し
た
。
農
業
機
械
も
稼
働
し
て

い
ま
す
。
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
の
農
機
具
共
済
は
ご
存
知
で
す
か
。

「
の
う
き
く
ん
」
の
愛
称
で
呼
ば
れ
て
い
ま
す
農
機
具
共
済
は
農
作
業
で
お
使
い
に
な
る

農
業
機
械
が
農
作
業
中
に
誤
っ
て
衝
突
、
接
触
ま
た
は
転
覆
な
ど
で
損
害
と
な
っ
た
場
合
、　

ま
た
、
風
水
害
等
の
自
然
災
害
に
よ
っ
て
損
害
と
な
っ
た
場
合
に
補
填
す
る
仕
組
み
で
す
。

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
の

農
機
具
共
済
の

お
す
す
め

１年契約でいつからでも加入できます。
（臨時費用担保特約付き）

◦火災共済　共済金額 100 万円当たり　掛金 1,330 円
◦総合共済　共済金額 100 万円当たり　掛金 6,000 円
◦更新共済　共済責任期間と満期に受取る額によって掛金が変わります。
※損害額の算定には修理証明書が必要となります。

NOSAIの農機具共済

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
の
農
機
具
共
済「
の
う
き
く

ん
」
に
は
、
火
災
事
故
や
衝
突
、
接
触
事
故

あ
る
い
は
地
震
・
噴
火
・
津
波
を
除
く
自
然

災
害
等
に
よ
っ
て
受
け
た
損
害
を
補
償
す

る
「
総
合
共
済
」、
火
災
や
落
雷
、
破
裂
・

爆
発
な
ど
の
災
害
に
よ
っ
て
受
け
た
損
害

を
補
償
す
る
「
火
災
共
済
」、
さ
ら
に
「
総

合
共
済
」の
損
害
補
償
に
加
え
て
農
機
具
の

買
い
替
え
資
金
と
し
て
積
み
立
て
分
を
合

わ
せ
た
「
更
新
共
済
」
の
３
種
類
が
あ
り
ま

す
。「

総
合
共
済
」
は
、ト
ラ
ク
タ
ー
や
コ
ン

バ
イ
ン
、田
植
え
機
な
ど
走
行
型
の
農
機
具

に
適
し
て
い
ま
す
。

「
火
災
共
済
」
は
、
乾
燥
機
、
籾
摺
り
機

な
ど
の
固
定
型
の
農
機
具
に
適
し
て
い
ま

す
。「

更
新
共
済
」
は
、「
総
合
共
済
」
の
補

償
内
容
で
機
種
の
耐
用
年
数
内
で
３
年
か

ら
７
年
の
間
に
掛
金
を
積
み
立
て
、満
期
に

受
け
取
る
仕
組
み
で
す
。

■ 『
総
合
共
済
』『
火
災
共
済
』
の

■ 

契
約
は
１
年
で
お
安
い
掛
金

ご
契
約
は
１
年
の
補
償
期
間
で
、農
機
具

１
台
当
た
り
５
万
円
か
ら
１
５
０
０
万
円

ま
で
の
範
囲
内
の
加
入
と
な
り
ま
す
。

「
総
合
共
済
」
は
、
農
機
具
１
台

１
０
０
万
円
当
た
り
臨
時
費
用
担
保
特
約

付
き
掛
金
が
６
０
０
０
円
で
す
。「
火
災
共

済
」
は
、農
機
具
１
台
１
０
０
万
円
当
た
り

掛
金
１
３
３
０
円
で
す
。

万
が
一
、作
業
中
に
接
触
や
転
覆
な
ど
の

共
済
事
故
に
遭
わ
れ
、共
済
金
支
払
が
あ
っ

た
場
合
は
次
回
の
契
約
時
に
掛
金
が
上
が

り
ま
す
。
逆
に
、無
事
故
が
２
年
続
い
た
場

合
は
３
年
目
か
ら
掛
金
が
下
が
り
ま
す
。

■ 

お
勧
め
共
済
金
額

ご
加
入
方
法
は
農
業
機
械
の
用
途
に
合

わ
せ
て
総
合
、
火
災
、
更
新
共
済
の
中
か
ら

選
ん
で
い
た
だ
き
、農
業
機
械
の
価
格
に
合

わ
せ
た
共
済
金
額
を
お
勧
め
し
ま
す
。

■ 

特
約
プ
ラ
ス
で

■ 

さ
ら
に
大
き
な
補
償

◦「
臨
時
費
用
担
保
特
約
」

ご
加
入
で
損
害
共
済
金
の
ほ
か
に
臨
時

費
用
共
済
金
を
加
算
し
て
お
支
払
い
し
ま

す
。

◦「
付
保
割
合
条
件
付
き
実
損
て
ん
補
特
約
」

中
古
で
ご
購
入
の
農
業
機
械
は
こ
の
特

約
で
ご
加
入
く
だ
さ
い
。

■ 

農
作
業
は
安
全
第
一

３
月
１
日
か
ら
５
月
３
１
日
の
期
間
、農

林
水
産
省
で
は
『
２
０
１
７
年
春
の
農
作

業
安
全
確
認
運
動
』
を
全
国
で
展
開
中
で

す
。「
一
人
一
人
の
安
全
意
識
と
周
囲
か
ら

の
『
声
か
け
』
か
ら
始
ま
る
農
作
業
の
事
故

防
止
」
を
推
進
テ
ー
マ
と
し
て
い
ま
す
。

農
業
機
械
の
始
業
前
の
点
検
は
農
作
業

の
安
全
と
、農
業
機
械
を
長
持
ち
さ
せ
る
た

め
に
重
要
で
す
。
ま
た
、農
業
機
械
は
照
明

が
少
な
い
た
め
、夕
方
暗
く
な
っ
て
の
作
業

は
危
険
で
す
。早
め
の
作
業
の
切
り
上
げ
に

心
掛
け
て
く
だ
さ
い
。

『
総
合
共
済
』『
火
災
共
』『
更
新
共
済
』
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からのお知らせ

あ
と
が
き

表
紙
写
真

　

伊
達
市
霊
山
で
イ
チ
ゴ
農
園
を
営

む
「
松
葉
園
」
の
大
橋
松
太
郎
さ
ん

の
奥
様
・
由
貴
子
さ
ん
。「
お
い
し
い

イ
チ
ゴ
を
食
べ
て
い
た
だ
き
、
皆
さ

ま
に
笑
顔
を
届
け
た
い
」
と
コ
メ
ン

ト
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
松
葉
園

で
は
６
月
上
旬
ま
で
イ
チ
ゴ
を
出
荷

す
る
予
定
で
す
。

編
集

・
発

行

福
島

県
農

業
共

済
組

合
（

N
O

S
A

I福
島

）
〒

960-8031 福
島

市
栄

町
6番

6号
 

TEL. 024-521-2715　
 FA

X. 024-523-1887
http://w

w
w

.fukushim
a-nosainet.jp/

2017.4

お
世
話
に
な
り
ま
し
た

平
成
29
年
３
月
31
日
付
け
で
退

職
と
な
っ
た
職
員
を
紹
介
し
ま
す
。

◦
本
所

　

※
和
田　

健

　

※
菅
野　

孝

　

※
西
間
木　

博

　

※
岩
谷　

幸
一

◦
県
北
支
所

　

※
宍
戸　

徹

　
　

藍
原　

大

◦
白
河
支
所

　
　

近
藤　

信
雄

◦
会
津
支
所

　

※
遠
藤  

弘

　
　

大
竹　

清
人

◦
相
馬
支
所

　
　

青
田　

照
一

◦
い
わ
き
支
所

　

※
新
妻　

公
二

◦
家
畜
診
療
セ
ン
タ
ー

　
　

小
笠
原 

良
（
獣
医
師
）

※
４
月
１
日
付
再
雇
用

新
し
い
仲
間
で
す

平
成
29
年
４
月
１
日
付
け
で
採

用
と
な
り
ま
し
た
。
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

◦
本
所

　
　

緑
川　

智
公

　
　

茂
木　

清
香

　
　

小
勝　

楓
子

　
　

高
橋　

玲
奈

　
　

安
部　

夏
芽

◦
県
北
支
所

　
　

佐
藤　

巧

◦
安
達
支
所

　
　

根
本　

優
香

◦
郡
山
田
村
支
所

　
　

斎
藤　

伸

◦
白
河
支
所

　
　

名
渕　

凌
平

◦
会
津
支
所

　
　

鈴
木　

寛
哉

　
　

舟
木　

里
夏

◦
相
馬
支
所

　
　

横
山　

悠
葵

◦
い
わ
き
支
所

　
　

渡
邊　

隼
人

職
員
人
事

5
号

りか
ひ

農業共済新聞は、「農家に学び、農家に返
す」を編集の基本方針として、営農と暮らし
に役立つ情報を提供する週刊紙です。

栽培や飼養管理、経営の技術、加工や販売
のアイデアのほか、１週間分の農政の動きな
どを掲載しています。また、「福島版」では、
NOSAI 各支所職員が取材した地域に密着し
た情報を提供しています。

◦発行日…毎週水曜日
◦購読料…詳しくは NOSAI

各支所へお問い合
わせください。

農業共済新聞のご案内

広
報
紙
「
ひ
か
り
～
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
ふ
く
し
ま

～
」
の
今
年
度
の
表
紙
テ
ー
マ
は
、「
女
性
農

業
者
が
“
ひ
か
り
”
輝
く
」
で
す
。
農
業
で
輝

い
て
い
る
生
き
い
き
と
し
た
女
性
の
表
情
を
感

じ
取
っ
て
い
た
だ
け
ま
し
た
ら
幸
い
で
す
。
新

テ
ー
マ
初
回
と
な
り
ま
す
今
号
で
は
、
県
北
支

所
管
内
か
ら
ご
登
場
い
た
だ
き
ま
し
た
。
次
号

以
降
も
お
楽
し
み
に
。

新
連
載
と
し
て
、「
今
日
も
皆
さ
ま
と
」
も

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
県
内
各
地
で
お
世
話
に

な
っ
て
お
り
ま
す
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
部
長
の
皆
さ
ま

を
毎
号
に
わ
た
り
ご
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

２
年
目
と
な
り
、
随
所
に
お
い
て
紙
面
デ
ザ

イ
ン
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
て
お
り
ま
す
。
よ
り

伝
わ
り
や
す
く
、
よ
り
心
地
良
い
紙
面
を
目
標

に
、
日
々
改
善
を
重
ね
て
い
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

平
成
29
年
度
に
お
き
ま
し
て
も
、広
報
紙
「
ひ

か
り
～
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
ふ
く
し
ま
～
」
を
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

新しく購読を

希望される方は、

本所または最寄りの

ＮＯＳＡＩ各支所へ

ご連絡ください。

お
問
い
合
わ
せ
と
被
害
発
生
時
の
ご
連
絡
は

最
寄
り
の
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
各
支
所
ま
で
お
願
い
し
ま
す

県北支所 ☎024-544-2711

安達支所 ☎0243-23-7777

郡山田村支所 ☎024-933-3307

　田村出張所 ☎0247-82-0249

いわせ石川支所 ☎0247-37-1003

白河支所 ☎0248-27-1121

　棚倉出張所 ☎0247-33-2261

会津支所 ☎0241-28-1111

　南会津出張所 ☎0241-62-5588

相馬支所 ☎0244-23-6236

双葉支所 ☎0240-23-6522

いわき支所 ☎0246-24-1166


